
食料自給率 ① 食料自給率の基本的考え方

〇 食料自給率とは、国内の食料全体の供給に対する食料の国内生産の割合を示す指標です。分子を国内生産、分母を
国内消費仕向として計算されます。

〇 単純に重量で計算することができる品目別自給率と、食料全体について共通の「ものさし」で単位を揃えることにより計算
する総合食料自給率の2種類があります。このうち、総合食料自給率は、熱量で換算するカロリーベースと金額で換算する
生産額ベースがあります。

【自給率の基本的考え方】
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【食料自給率の計算式】 【国内消費仕向（分母）の考え方】

国内の食料全体の供給に対する国内生産の割合
⇒ 食料自給率

イン（アウ
ト）バウンド

※ 平成30年度確定値より、イン（アウト）バウンドによる食料消費増加分を補正



食料自給率 ② 令和４年度食料自給率・食料国産率（カロリーベース）

○ カロリーベースの食料自給率については、前年豊作だった小麦が平年並みの単収へ減少（作付面積は増加）、魚介類の生産量が減少した一
方で、原料の多くを輸入に頼る油脂類の消費減少等により、前年度と同じ38％となりました。カロリーベースの食料国産率（飼料自給率を反映
しない）についても、前年度と同じ47％となりました。

○ なお、飼料自給率も前年度と同じ26％となりました。

カロリーベース食料自給率
38%（前年度同）

カロリーベース食料国産率
47%（前年度同）

国産熱量の増加

輸入熱量の減少

国産熱量の減少

輸入熱量の増加

かんしょ[＋1.5]

油脂類[▲9.3]
牛乳・乳製品[▲6.1]

魚介類[▲5.7]
小麦[▲4.6]
砂糖類[▲2.8]
油脂類[▲1.8]

大豆[＋13.3]
砂糖類[＋8.0]
コーンスターチ[＋5.3]
小麦[＋4.7]

国産熱量
850kcal（▲11kcal）

（1,055kcal（▲16kcal））

輸入熱量
1,448kcal（＋21kcal）

（単位：kcal）

うち13kcal（カロリーベース食料自給率0.6ポ
イント分）は、輸出による寄与
括弧内は、飼料自給率を反映しない国産熱量

注：1) 輸出による寄与は、加工品の輸出の場合は国産原料の数量に換算して
算出しており、平成30年の輸出の国産原料割合（推計）を基に試算。

2) 輸入熱量には、輸入飼料や輸入原料による国内生産分を含む。
3) 総供給熱量（2,260kcal（▲5kcal））は、国産熱量と輸入熱量の
合計から輸出や在庫の増減分を差し引くため、国産熱量と輸入熱量の合
計とは一致しない。



食料自給率 ③ 令和４年度食料自給率・食料国産率（生産額ベース）

○ 生産額ベースの食料自給率については、輸入された食料の量は前年度と同程度でしたが、国際的な穀物価格や飼料・肥料・燃油等の生産資
材価格の上昇、物流費の高騰、円安等を背景に、総じて輸入価格が上昇し、輸入額が増加したことにより、前年度より５ポイント低い58％とな
りました。また、生産額ベース食料国産率（飼料自給率を反映しない）についても、前年度より４ポイント低い65％となりました。

生産額ベース食料自給率
58%（▲５ポイント）

生産額ベース食料国産率
65％（▲４ポイント）

国内生産額の増加

国内生産額の減少

輸入額の増加

米[＋1,064]
野菜[＋977]、果実[＋430]
油脂類[＋302]（原料輸入額控除前[＋1,774]）
鶏肉[＋249]（飼料輸入額控除前[＋842]）
砂糖類[＋225]（原料輸入額控除前[＋353]）

うち3,818億円（生産額ベース食料自給率２ポ
イント分）は、輸出による寄与
括弧内は、飼料自給率を反映しない国内生産額

魚介類[＋4,771]
牛肉[＋830]、鶏肉[＋934]、豚肉[＋556]
牛乳・乳製品[＋711]
小麦[＋749]
野菜[＋661]、果実[＋649]
油脂類[＋637]
ばれいしょ[＋568]
大豆[＋355]

食料の国内生産額
10兆2,728億円（＋2,443億円）

（11兆4,517億円（＋5,688億円））

食料の輸入額
7兆9,596億円（+1兆7,635億円）

（単位：億円）

牛乳・乳製品[▲326]（飼料輸入額控除前[＋73]）
牛肉[▲296]（飼料輸入額控除前[＋351]）
豚肉[▲263]（飼料輸入額控除前[＋523]）
ばれいしょ[▲220]

注：1) 生産額ベース食料自給率の国内生産額や輸出入額は、非食用の農林水
産物を含まず、加工品を原料の数量・価格に換算して計上するなど、農業総
産出額における生産額や貿易統計における輸出入額と定義が異なるため、そ
れらの金額とは一致しない。

2) 輸出による寄与は、加工品の輸出の場合は国産原料の数量・価格に換算し
て算出しており、平成30年の輸出の国産原料割合（推計）を基に試算。

3) 食料の国内消費仕向額（17兆7,300億円（＋1兆9,147億円））は、
食料の国内生産額と食料の輸入額の合計から輸出や在庫の増減分を差し
引くため、食料の国内生産額と食料の輸入額の合計とは一致しない。

輸入飼料・原料額の増加
飼料[+3,245]
油脂原料[+1,472]
コーンスターチ原料[+438]

食料の
国内生産額

食料の
国内消費仕向額

国内生産量
（食用）

国産
単価

国内生産量
（食用）

国産
単価

（参考）生産額ベースの食料自給率の計算式
（畜産物・加工品）

飼料輸入額
原料輸入額

生産額ベースの
食料自給率 +輸入量

（食用）
輸入
単価

≒



食料自給率 ④ 令和４年度食料自給率・食料国産率における各品目の寄与度

※１ ラウンドの関係で、合計と内訳が一致しない場合がある。

※２ 括弧内は飼料自給率を反映しない食料国産率の数値である。
食料自給率計算では飼料自給率を反映している畜産物及び油脂類の一部（牛脂、その他の動物油脂）について、飼料自給率を反映していない。

○カロリーベース ○生産額ベース

対前年度差 対前年度差 対前年度差 対前年度差

米 474kcal +0kcal 476kcal ▲5kcal +0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 輸入量（調製品含む）▲5.2% 米 1兆6,270億円 ＋1,064億円 1兆6,229億円 ＋944億円 +0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 国産単価＋7.5%

小麦 47kcal ▲5kcal 299kcal +0kcal ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ 作付面積＋3.3%、単収▲12.4% 小麦 647億円 ＋85億円 3,789億円 ＋830億円 ▲0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 輸入単価＋29.0%

いも類 26kcal +2kcal 41kcal +4kcal +0.0ﾎﾟｲﾝﾄ いも類 1,817億円 ▲147億円 3,307億円 ＋426億円 ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ

でん粉 12kcal ▲0kcal 154kcal +5kcal ▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄ
コーンスターチの国内消費仕向量
＋2.8%

でん粉 309億円 ＋50億円 1,802億円 ＋519億円 ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ

大豆 18kcal ▲0kcal 73kcal +0kcal ▲0.0ﾎﾟｲﾝﾄ 大豆 400億円 ▲19億円 1,157億円 ＋166億円 ▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

野菜 50kcal +0kcal 66kcal +0kcal ▲0.0ﾎﾟｲﾝﾄ 野菜 2兆3,196億円 ＋977億円 2兆6,539億円 ＋1,625億円 +0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

果実 20kcal +1kcal 66kcal ▲1kcal +0.0ﾎﾟｲﾝﾄ 果実 9,397億円 ＋430億円 1兆5,082億円 ＋1,059億円 ▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

68kcal +0kcal +0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 2兆7,763億円 ▲607億円 ▲2.6ﾎﾟｲﾝﾄ

(259kcal) (▲3kcal) ▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄ (3兆9,552億円) (＋2,638億円) (▲0.8ﾎﾟｲﾝﾄ)

魚介類 39kcal ▲6kcal 78kcal ▲3kcal ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ
さば類の生産量▲28.5%
かつおの生産量▲28.6%

魚介類 1兆2,175億円 ＋151億円 2兆9,498億円 ＋4,370億円 ▲1.5ﾎﾟｲﾝﾄ 輸入単価＋24.0%

砂糖類 63kcal ▲3kcal 185kcal +4kcal ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ
てん菜の作付面積▲4.0%、同単
収▲9.1%

砂糖類 1,958億円 ＋225億円 3,567億円 ＋421億円 ▲0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

9kcal ▲2kcal +0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

(23kcal) (▲4kcal) (+0.1ﾎﾟｲﾝﾄ)

その他 25kcal +1kcal 86kcal +3kcal +0.0ﾎﾟｲﾝﾄ その他 6,148億円 ▲68億円 8,150億円 ＋443億円 ▲0.2ﾎﾟｲﾝﾄ

850kcal ▲11kcal ▲0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 10兆2,728億円 ＋2,443億円 ▲5.5ﾎﾟｲﾝﾄ

(1,055kcal) (▲16kcal) (▲0.6ﾎﾟｲﾝﾄ) (11兆4,517億円) (＋5,688億円) (▲4.2ﾎﾟｲﾝﾄ)

▲0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 原料輸入額＋53.0%2,645億円 ＋302億円 8,777億円 ＋2,320億円油脂類 327kcal ▲12kcal 国内消費仕向量▲3.4%

畜産物 畜産物408kcal ▲2kcal
粗飼料自給率＋2ポイント
鶏肉の輸入量＋1.1％
乳製品の輸入量▲6.4%

備考

5兆9,404億円 ＋6,022億円
飼料輸入額＋38.0%
鶏肉の輸入単価＋47.0%
牛肉の輸入単価＋15.8%

＋1兆9,147億円合計

油脂類

品目

国産熱量 総供給熱量

寄与度 備考 品目

食料の国内生産額 食料の国内消費仕向額

寄与度

合計 2,260kcal ▲5kcal 17兆7,300億円



カロリーベースと生産額ベースの食料自給率（令和4年度）

輸入部分

輸入飼料部分
（自給としてカウントせず）

自給部分

凡例

品目別生産額自給率 [％]

【令和4年度】
（生産額ベース食料自給率 58％）

※ラウンドの関係で合
計と内訳が一致しない
場合がある。

消費仕向額割合（％）

品目別供給熱量自給率 [％]

【令和4年度】
（カロリーベース食料自給率 38％）

3,567億円[1,958億円]

3,789億円[ 647億円]

8,777億円[2,645億円]

5兆9,404億円[2兆7,763億円]

1兆6,229億円[1兆6,270億円]

2兆9,498億円[1兆2,175億円]

1兆3,259億円[8,275億円]

1兆5,082億円[9,397億円]

2兆6,539億円[2兆3,196億円]

1,157億円[400億円]大豆 35％

小麦 17％

国内消費仕向額合計 17兆7,300億円
［国内生産額合計 10兆2,728億円］

供給熱量 2,260kcal / 人・日
［国産供給熱量 850kcal / 人・日］供給熱量割合 [％]

78kcal[39kcal]

282kcal[62kcal]

185kcal[63kcal]

299kcal[47kcal]

66kcal[20kcal]

73kcal[18kcal]

66kcal[50kcal]

408kcal[68kcal]

476kcal[474kcal]

327kcal[9kcal]

砂糖類 55％

米 100％

畜産物 47％
20
％

油脂類 30％

魚介類 41％

野 菜 87％
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その他 62％
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生産額ベース食料自給率 カロリーベース食料自給率

生産額ベース食料国産率 カロリーベース食料国産率

食料自給率 ⑤ 食料自給率の長期的推移

〇 食料自給率は、米の消費が減少する一方で、畜産物や油脂類の消費が増大する等の食生活の変化により、長期的には低
下傾向が続いてきましたが、2000年代に入ってからは概ね横ばい傾向で推移しています。

R4

R12
（目標）

（％）

（年度）



食料自給率 ⑥ 食料自給率の目標

〇 食料自給率については、食料・農業・農村基本法（平成11年法律第106号）第15条第2項に基づき、食料・農業・農
村基本計画において、その目標を定めることとされています。

〇 また、同法第15条第3項では、目標を定めるに当たっては、「その向上を図ることを旨とし、国内の農業生産及び食料消費
に関する指針として、農業者その他の関係者が取り組むべき課題を明らかに」することとされています。

〇 令和２年３月に策定された基本計画においては、令和12年度の食料自給率の目標がカロリーベースで45％、生産額
ベースで75％と設定されています。

〇 併せて、令和12年度の飼料自給率の目標が34％、食料国産率の目標がカロリーベースで53％、生産額ベースで79％と
設定されています。

平成30年度（基準年度） 令和12年度（目標年度）

供給熱量ベースの
総合食料自給率

３７％ ４５％

生産額ベースの
総合食料自給率

６６％ ７５％

飼料自給率 ２５％ ３４％

供給熱量ベースの
食料国産率

４６％ ５３％

生産額ベースの
食料国産率

６９％ ７９％



〇 食料自給率の目標は、品目毎の「消費の見通し」と「生産努力目標」を積み上げて設定されています。
〇 生産努力目標の達成のためには、食料・農業・農村基本計画で示されている品目毎の克服すべき課題を解決していくこ
とが必要です。

【生産努力目標と生産量の実績値】 【生産努力目標の達成状況】

青実線：R４年度実績値/R12年度目標値
令和12年度目標値を上回っていれば赤（100％）の外側、下回っていれば内側
（注）米は米粉用米、飼料用米を除く

食料自給率 ⑦ 生産努力目標の達成状況

単位：万トン
（注１）米は米粉用米、飼料用米を除く
（注２）基準年のH30の数値は、令和２年基本計画策定時の最新値である概算値。

0%

50%

100%

米

小麦

大豆

かんしょ

ばれいしょ

野菜

果実

てん菜さとうきび

生乳

牛肉

豚肉

鶏肉

鶏卵

魚介類（食用）

H30
基準年度

R1 R2 R3 R4 R12
目標

カロリーベース
食料自給率 37% 38% 37% 38% 38% 45%

生産額ベース
食料自給率 66% 66% 67% 63% 58% 75%

飼料自給率 25% 25% 25% 26% 26% 34%

カロリーベース
食料国産率 46% 46% 46% 47% 47% 53%

生産額ベース
食料国産率 69% 70% 71% 69% 65% 79%

H30
基準年度

R1 R2 R3 R4 R12
目標

米 775 774 773 752 722 723

小麦 76 104 95 110 99 108

大豆 21 22 22 25 24 34

かんしょ 80 75 69 67 71 86

ばれいしょ 226 240 221 218 228 239

野菜 1,131 1,168 1,151 1,135 1,124 1,302

果実 283 270 267 259 265 308

てん菜 361 399 391 406 355 368

さとうきび 120 117 134 136 127 153

生乳 728 736 743 765 753 780

牛肉 48 47 48 48 50 57

豚肉 128 129 131 132 129 131

鶏肉 160 163 165 168 168 170

鶏卵 263 265 260 259 254 264

魚介類（食用） 335 312 304 308 284 474



・国産飼料のみで生産可能な部分を厳密に評価できる。
・国産飼料の生産努力が反映される。

食料自給率（飼料自給率を反映） 食料国産率（飼料自給率を反映しない）

・需要に応じて増頭・増産を図る畜産農家の努力が反映される。
・日ごろ、国産畜産物を購入する消費者の実感と合う。

我が国の食料安全保障の状況を評価 飼料が国産か輸入かにかかわらず、
畜産業の活動を反映し、国内生産の状況を評価

飼料も含めて
本当に自給できるのが
どれだけかわかるよ。

日本の畜産業の力が
わかるよ。

牛肉の食料国産率
（カロリーベース）

47％

13％
輸
入
飼
料輸入牛肉

国
産
飼
料

飼料自給率反映

国産牛肉

47％

輸入牛肉 国産牛肉

輸入
飼料

国産
飼料

28％
すべて国産と
みなす

飼料自給率
（肉用牛）

牛肉の食料自給率
（カロリーベース）

13％

〇 総合食料自給率の目標では、「国内生産」を厳密にとらえるため、輸入飼料による畜産物の生産分を除いて計算しており、これは
食料安全保障を図る上で基礎的な目標です。
〇 令和２年食料・農業・農村基本計画においては、国内畜産業の生産基盤に着目し、その強化を図っていくことを評価するため、
飼料自給率の目標とあわせて「食料国産率」の目標が設定されました。

参考資料① 飼料自給率を反映しない「食料国産率」について



食料自給率の向上と食料国産率の向上の関係について

食料自給率の向上のイメージ（例：牛肉のカロリーベース）

〇飼料自給率の向上
⇒国産飼料の増産

国産率 47％

自給率
13％

〇食料国産率の向上
⇒輸入畜産物から国産畜産物への置き換え
⇒国産畜産物の輸出

国産飼料による国産畜産物

輸入飼料による国産畜産物

〇 食料自給率と食料国産率の差は、輸入飼料を用いて生産された国内畜産物を意味しています。
〇 すなわち、
① 食料国産率は、輸入畜産物から国産畜産物への置き換えや国産畜産物の輸出によって、また、
② 食料自給率と食料国産率の差の部分は、飼料自給率への向上によって、それぞれ向上することとなります。
〇 このため、食料国産率と飼料自給率の双方の向上を通じて、食料自給率の向上を図る必要があります。

カロリーベース
食料自給率

カロリーベース
食料国産率 差

総合 ３８％ ４７％ ９ポイント

畜産物 １７％ ６３％ ４６ポイント

牛肉 １３％ ４７％ ３４ポイント

豚肉 ６％ ４９％ ４３ポイント

鶏肉 ９％ ６４％ ５５ポイント

鶏卵 １３％ ９７％ ８４ポイント

牛乳乳製品 ２７％ ６２％ ３５ポイント

「食料国産率」 と 「飼料自給率」の双方の向上を通じて、「食料自給率」の向上を図る



参考資料② 食料自給率等の長期データ

年度 S40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59
カロリーベース
食料自給率

73% 68% 66% 65% 62% 60% 58% 57% 55% 55% 54% 53% 53% 54% 54% 53% 52% 53% 52% 53%

生産額ベース
食料自給率

86% 86% 91% 91% 89% 85% 80% 83% 81% 78% 83% 80% 85% 85% 81% 77% 78% 78% 79% 81%

カロリーベース
食料国産率

76% 71% 70% 70% 66% 65% 64% 63% 62% 62% 61% 60% 61% 62% 62% 61% 61% 61% 61% 62%

生産額ベース
食料国産率

90% 90% 95% 95% 93% 90% 84% 86% 86% 83% 87% 85% 89% 89% 85% 82% 82% 82% 83% 86%

年度 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
カロリーベース
食料自給率

53% 51% 50% 50% 49% 48% 46% 46% 37% 46% 43% 42% 41% 40% 40% 40% 40% 40% 40%

生産額ベース
食料自給率

82% 83% 81% 77% 77% 75% 74% 76% 72% 78% 74% 71% 72% 71% 72% 71% 70% 70% 71%

カロリーベース
食料国産率

61% 60% 58% 58% 58% 57% 55% 55% 46% 55% 52% 50% 50% 49% 48% 48% 48% 49% 48%

生産額ベース
食料国産率

85% 86% 83% 79% 79% 78% 77% 79% 74% 80% 76% 74% 75% 73% 75% 74% 73% 73% 74%

年度 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4
（概算）

カロリーベース
食料自給率

40% 40% 39% 40% 41% 40% 39% 39% 39% 39% 39% 39% 38% 38% 37% 38% 37% 38% 38%

生産額ベース
食料自給率

70% 70% 69% 67% 66% 70% 70% 67% 68% 66% 64% 66% 68% 66% 66% 66% 67% 63% 58%

カロリーベース
食料国産率

48% 48% 48% 48% 50% 49% 47% 47% 47% 47% 48% 48% 46% 47% 46% 46% 46% 47% 47%

生産額ベース
食料国産率

74% 73% 73% 72% 71% 74% 74% 71% 72% 71% 69% 70% 71% 70% 69% 70% 71% 69% 65%
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